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農
地
森
林
技
術

研

修

会

　

10
月
７
日
、
技
術
委
員
会
（
髙

村
和
秀
委
員
長
）
は
、
東
部
農
林

事
務
所
の
木
下
農
山
村
整
備
部

長
、
植
椙
検
査
監
外
３
人
の
講
師

を
招
き
、
農
地
森
林
技
術
研
修
会

を
協
会
２
階
大
会
議
室
に
お
い
て

開
催
し
、
35
人
が
出
席
し
た
。

　

東
部
農
林
事
務
所
管
内
の
農
業

農
村
整
備
事
業
の
概
要
、
林
内
道

路
網
の
整
備
、
農
林
土
木
工
事
の

安
全
管
理
に
つ
い
て
の
講
義
を
受

け
た
後
、
治
山
事
業
に
お
け
る
諸

課
題
に
つ
い
て
の
意
見
交
換
を
活

発
に
行
っ
た
。

　

県
の
中
で
も
、
当
協
会
管
内
は

農
地
や
森
林
の
整
備
が
活
発
な
地

域
で
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
県
事
業

が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
再
確
認

す
る
と
と
も
に
、
そ
の
工
事
に
当

た
っ
て
の
安
全
の
確
保
の
必
要
性

を
強
く
認
識
す
る
こ
と
が
で
き

た
。足

場
の
組
立
て
等

の
業
務
に
係
る

特
別
教
育
講
習
会

　

建
設
業
労
働
災
害
防
止
協
会
静

岡
県
支
部
は
、
沼
津
分
会
の
協
力

で
足
場
の
組
立
て
等
の
業
務
に
係

る
３
時
間
の
特
別
教
育
講
習
会
を

開
催
し
た
。

　

安
全
衛
生
特
別
教
育
規
程
の
一

部
改
正
に
よ
り
、
足
場
の
組
立
て

や
解
体
等
の
作
業
従
事
者
に
は
新

た
に
特
別
教
育
が
必
要
と
な
っ
た

た
め
の
講
習
で
、
会
場
は
10
月
14

日
沼
津
商
工
会
議
所
、
11
月
11
日

御
殿
場
市
建
設
業
協
会
の
２
箇

所
、
計
１
３
６
人
が
受
講
し
た
。

協
会
の
動
き

　

講
師
は
、
沼
津
分
会
所
属
の
池

谷
孝
二
氏
、
鈴
木
啓
文
氏
、
鈴
木

裕
次
氏
、
高
田
博
氏
の
ベ
テ
ラ
ン

４
人
が
務
め
、
受
講
者
は
、
テ
キ

ス
ト
や
ビ
デ
オ
の
教
材
を
参
考
に

講
師
の
話
を
真
剣
に
聞
き
入
っ
て

い
た
。

東

海

４

県

ブ
ロ
ッ
ク
会
議

　

10
月
23
日
、
第
62
回
建
設
業
協

会
東
海
４
県
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
が
４

年
振
り
に
静
岡
市
内
で
開
催
さ
れ

た
。

　

谷
脇
国
土
交
通
省
土
地
・
建
設

産
業
局
長
、
茅
野
中
部
地
方
整
備

局
長
、
難
波
静
岡
県
副
知
事
、
近

藤
全
国
建
設
業
協
会
長
、
東
海
４

県
の
建
設
業
協
会
長
ら
と
と
も

に
、
当
協
会
か
ら
臼
井
会
長
（
県

協
理
事
）、
鈴
木
理
事
（
県
協
労

務
委
員
会
委
員
長
）が
出
席
し
た
。

　

各
県
か
ら
、
建
設
業
を
取
り
巻

く
様
々
な
課
題
を
も
と
に
し
た
提

案
が
あ
っ
た
中
、
本
県
建
設
業
協

会
は
、
地
域
の
建
設
業
が
社
会
資

本
の
整
備
・
維
持
管
理
の
担
い
手

で
あ
る
こ
と
や
、
地
域
の
防
災
・

減
災
を
担
っ
て
い
る
こ
と
等
を
踏

ま
え
て
「
中
長
期
的
な
ビ
ジ
ョ
ン

に
基
づ
く
公
共
事
業
費
の
安
定

的
・
継
続
的
な
確
保
」
を
提
案
議

題
と
し
て
提
出
し
た
。

公
共
工
事
の

諸
課
題
に
関
す
る

意
見
交
換
会

　

10
月
29
日
、
中
部
地
方
整
備
局

と
県
建
設
業
協
会
と
の
意
見
交
換

会
が
静
岡
市
内
で
開
催
さ
れ
、
茅

野
中
部
地
方
整
備
局
長
、
木
内
県

建
設
業
協
会
長
、
県
協
の
理
事
で

あ
る
各
地
区
協
会
長
、
当
協
会
か

ら
は
臼
井
会
長
（
県
協
理
事
）、

鈴
木
理
事
（
県
協
労
務
委
員
会
委

員
長
）
が
出
席
し
た
。

①
工
事
着
手
前
に
お
け
る
地
元
、

関
係
機
関
と
の
協
議
、
②
総
合
評

価
に
お
け
る
若
手
技
術
者
の
工
事

登
用
へ
の
評
価
範
囲
の
拡
大
（
沼

津
協
会
提
出
）、③
入
札
時
の
「
施

工
内
容
確
認
資
料
」
の
提
出
方
法

の
電
子
化
（
沼
津
協
会
提
出
）、

④
設
計
変
更
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
改
訂

の
県
・
市
町
へ
の
周
知
徹
底
な
ど

の
９
つ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
活
発

な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。
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地
区
だ
よ
り

沼
工
生
イ
ン
タ
ー
ン 

シ
ッ
プ
の
受
け
入
れ

　

11
月
５
日
～
６
日
の
２
日
間
に

わ
た
り
、
県
立
沼
津
工
業
高
校
生

の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
（
就
業
体

験
）
と
し
て
土
木
科
と
建
築
科
の

２
年
生
75
人
を
協
会
員
25
社
で
受

け
入
れ
た
。

　

各
会
員
は
、
生
徒
が
将
来
の
建

設
業
の
貴
重
な
担
い
手
に
な
る
こ

と
を
期
待
し
て
、
代
表
取
締
役
や

社
員
と
の
懇
談
、
会
社
の
業
務
説

明
、
現
場
見
学
・
体
験
な
ど
に
そ

れ
ぞ
れ
工
夫
を
凝
ら
し
て
対
応
し

た
。

生
徒
か
ら
は

・
実
際
の
現
場
の
雰
囲
気
や
仕
事

の
流
れ
を
知
り
、
貴
重
な
体
験
が

出
来
た
。

・
初
め
て
見
る
現
場
は
驚
き
の
連

続
だ
っ
た

・
建
設
に
多
く
の
職
人
が
関
わ
る

中
で
、
現
場
監
督
に
魅
力
を
感
じ

た・
会
社
の
仕
事
だ
け
で
は
な
く
、

社
会
人
と
し
て
の
マ
ナ
ー
や
ル
ー

ル
も
学
べ
た

な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
、
大
変

有
意
義
な
就
業
体
験
だ
っ
た
よ
う

だ
。技

術
体
験
発
表
会

　

11
月
13
日
、
技
術
委
員
会
（
髙

村
和
秀
委
員
長
）
と
県
土
木
施
工

管
理
技
士
会
沼
津
地
区
（
鈴
木
昌

彦
地
区
長
）
は
協
会
２
階
会
議
室

で
第
22
回
技
術
体
験
発
表
会
を
開

催
し
た
。

　

講
評
者
と
し
て
、
沼
津
土
木
事

務
所
の
山
田
検
査
監
、
東
部
農
林

事
務
所
の
野
地
治
山
課
長
外
3
人

の
出
席
の
も
と
35
人
が
熱
心
に
聴

講
し
た
。

　

発
表
者
は
５
人
、
い
ず
れ
も
27

年
度
の
交
通
基
盤
部
の
表
彰
を
受

賞
し
た
優
良
工
事
担
当
者
や
優
良

技
術
者
で
、
工
事
現
場
で
苦
労
し

た
点
や
創
意
工
夫
し
た
点
な
ど
を

披
露
、
聴
講
者
は
今
後
の
工
事
の

参
考
に
と
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い

た
。

発
表
者
は
次
の
と
お
り
。

（
敬
称
略
）

○
㈱
川
村
組　
　
　

鈴
木　

祐
司

○
㈱
和
太
組　
　
　

城　
　

篤
史

○
山
旺
建
設
工
業
㈱�
杉
山　

暁
彦

○
眞
田
建
設
㈱　
　

澤
口　

準
也

○
岳
南
建
設
㈱　
　

宮
脇　

英
志

小
山
地
区

安
全
パ
ト
ロ
ー
ル

　

小
山
町
建
設
業
協
会
（
田
代
和

美
会
長
）
は
、
9
月
30
日
に
第
一

回
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し

た
。
当
日
は
三
件
の
土
木
工
事
の

現
場
と
一
件
の
建
築
工
事
の
パ
ト

ロ
ー
ル
を
行
い
、
現
場
代
理
人
か

ら
工
事
概
要
等
の
説
明
を
受
け
た

後
、
現
場
の
安
全
体
制
、
安
全
対

策
の
確
認
を
行
っ
た
。

産
業
祭
「
ふ
れ
あ
い 

広
場
」
参
加

　

小
山
町
建
設
業
協
会
（
田
代
和

美
会
長
）
は
、
10
月
4
日
に
小
山

町
総
合
文
化
会
館
で
開
催
さ
れ
た

「
２
０
１
５
産
業
祭
ふ
れ
あ
い
広

場
」
に
参
加
し
た
。
当
日
は
会
員

18
名
が
参
加
し
、
た
い
や
き
の
販

売
と
写
真
入
り
の
２
０
１
６
年
カ

レ
ン
ダ
ー
の
作
成
無
料
配
布
を
行

い
、
多
く
の
来
場
者
に
人
気
を
集

め
て
い
た
。
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皆
さ
ん
は
女
子
プ
ロ
ゴ
ル
フ
ァ

ー
と
聞
い
て
誰
を
思
い
浮
か
べ
る

だ
ろ
う
か
。
少
し
前
で
あ
れ
ば
宮

里
藍
や
横
峰
さ
く
ら
、
も
っ
と
遡

れ
ば
岡
本
綾
子
、
村
口
史
子
等
々

年
代
に
よ
っ
て
も
頭
に
浮
か
ぶ
選

手
は
そ
れ
ぞ
れ
で
あ
ろ
う
。

　

そ
の
中
で
も
近
年
ダ
ン
ト
ツ
の

存
在
感
を
み
せ
て
い
る
の
は
、
韓

国
の
イ
・
ボ
ミ
選
手
で
あ
る
。

2
0
1
1
年
の
日
本
ツ
ア
ー
参
戦

後
順
調
に
勝
ち
星
を
積
み
重
ね

2
0
1
5
年
に
は
年
間
獲
得
賞
金

が
2
億
円
を
超
え
、
み
ご
と
賞
金

女
王
に
も
輝
い
た
。
又
、
実
力
だ

け
で
な
く
、
そ
の
愛
ら
し
い
ル
ッ

ク
ス
に
も
注
目
が
集
ま
り
そ
の
人

気
は
母
国
韓
国
の
み
な
ら
ず
日
本

で
も
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
が
で
き
る
程

で
あ
る
。
フ
ァ
ン
や
メ
デ
ィ
ア
に

も
常
に
笑
顔
で
対
応
す
る
気
さ
く

な
性
格
は
、
ま
す
ま
す
フ
ァ
ン
層

を
広
げ
て
お
り
、
ま
さ
に
2
拍
子

も
3
拍
子
も
揃
っ
た
正
真
正
銘
の

女
王
で
あ
る
。

　

そ
ん
な
向
か
う
と
こ
ろ
敵
な
し

の
彼
女
の
存
在
に
警
鐘
を
鳴
ら
す

一
人
の
ゴ
ル
フ
ァ
ー
が
い
た
。
そ

れ
は
米
ツ
ア
ー
に
も
参
戦
し
た
上

田
桃
子
選
手
で
あ
る
。
2
0
0
3

年
に
宮
里
藍
選
手
が
現
役
高
校
生

で
あ
り
な
が
ら
30
年
ぶ
り
の
ア
マ

チ
ュ
ア
優
勝
を
飾
っ
て
一
躍
脚
光

を
浴
び
た
国
内
女
子
ツ
ア
ー
、
宮

里
選
手
の
後
を
追
い
な
が
ら
も
そ

の
一
端
を
担
っ
て
い
た
彼
女
で
あ

っ
た
が
昨
今
の
国
内
女
子
ツ
ア
ー

の
先
行
き
に
あ
る
危
機
感
を
感
じ

て
い
る
様
で
あ
る
。

　

実
は
近
年
の
国
内
ツ
ア
ー
で
は

イ
・
ボ
ミ
選
手
の
み
な
ら
ず
多
く

の
海
外
選
手
が
常
に
優
勝
争
い
の

常
連
と
な
っ
て
上
位
ラ
ン
ク
さ
れ
、

日
本
人
選
手
と
の
実
力
差
が
年
々

広
が
り
つ
つ
あ
る
状
態
で
あ
る
。

そ
ん
な
中
で
も
先
述
し
た
イ
・
ボ

ミ
選
手
に
お
い
て
は
人
気
、
実
力

共
国
内
女
子
ツ
ア
ー
の
ト
ッ
プ
に

君
臨
し
て
お
り
、
今
で
は
日
本
女

子
プ
ロ
ゴ
ル
フ
界
を
牽
引
し
て
い

る
存
在
で
あ
る
。

　

イ
・
ボ
ミ
選
手
が
い
な
く
な
っ

た
ら
（
他
国
の
ツ
ア
ー
参
戦
も
噂

さ
れ
て
い
る
）
国
内
女
子
ツ
ア
ー

の
人
気
は
す
ぐ
に
転
が
り
落
ち
て

し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
い
う
不

安
が
上
田
選
手
の
感
じ
る
危
機
感

と
な
っ
て
い
る
様
で
あ
る
。「
藍

ち
ゃ
ん
（
宮
里
選
手
）
が
築
い
た

基
盤
の
上
に
乗
っ
て
い
る
だ
け
で

は
ダ
メ
。
自
分
の
色
を
付
け
ら
れ

る
人
が
出
て
こ
な
い
と
…
…
。」

と
い
う
コ
メ
ン
ト
が
新
聞
に
載
っ

て
い
た
が
、
そ
れ
に
は
自
分
へ
の

叱
咤
と
同
時
に
若
手
選
手
へ
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
が
表
れ
て
い
る
。

　

私
た
ち
建
設
業
界
に
お
い
て
も

時
代
の
潮
流
は
ひ
た
ひ
た
と
躊
躇

無
く
訪
れ
て
い
る
。
官
庁
工
事
に

お
い
て
は
発
注
形
態
が
P
F
I
方

式
や
提
案
型
の
案
件
が
増
え
て
お

り
、
今
後
も
増
加
傾
向
で
あ
る
。

又
民
間
工
事
に
お
い
て
も
パ
ー
ス

程
度
の
図
面
で
見
積
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
等
、
建
設
業
者
に
求
め

ら
れ
る
技
量
が
明
ら
か
に
多
く
な

っ
て
き
て
い
る
様
に
感
じ
る
。
担

い
手
不
足
や
人
手
不
足
が
叫
ば
れ
、

な
か
な
か
就
業
人
口
が
上
が
ら
な

い
我
が
業
界
で
あ
る
が
旧
態
依
然

の
思
考
や
方
法
を
改
め
営
業
手
法

の
見
直
し
、
強
化
を
図
る
等
対
策

を
講
じ
て
い
か
な
い
と
時
代
に
取

り
残
さ
れ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
そ
れ
こ
そ
上
田
選
手

の
言
葉
で
は
な
い
が
建
設
業
者
も

各
々
会
社
の
色
を
付
け
て
取
り
組

ん
で
い
く
事
が
必
要
不
可
欠
と
な

っ
て
き
て
い
る
様
に
思
え
る
。

一
、
応
募
資
格

　

・
協
会
会
員
、
家
族
、
社
員

　

・
協
力
会
社
、
家
族
、
社
員

　

・
「
い
し
ず
え
」
の
読
者

二
、
課
　
題

　

・
自　

由

三
、
作
　
品

　

・
カ
ラ
ー
又
は
白
黒

　

・
キ
ャ
ビ
ネ
、
四
つ
切
り
、

　
　

八
つ
切
り

四
、
募
集
期
間

　

・
平
成
27
年
９
月
１
日

　
　

～
平
成
28
年
１
月
３１
日

五
、
作
品
の
送
付
先

　

・ 　

沼
津
建
設
業
協
会

　
　

広
報
青
年
委
員
会

六
、
賞
　
金

　

・
最
優
秀
賞　

一
点　

三
万
円

　

・
優
秀
賞　
　

二
点　

二
万
円

　

・
佳　

作　
　

五
点　

一
万
円

七
、
審
　
査

　

・
主
催
者
（
広
報
青
年
委
員
会
）

八
、
発
　
表

　

・�

平
成
28
年
４
月
１
日
発
行
の
「
い
し
ず
え
」
に
て
掲
載
す
る
。

　

・�

平
成
28
年
度
の
定
時
総
会
に
て
表
彰
す
る
。

九
、
募
集
上
の
注
意
事
項

　

・�

応
募
作
品
は
一
人
３
点
以
内
と
と
す
る
。
作
品
名
、
作
者
名
を

表
示
す
る
こ
と
。
版
権
は
、
当
協
会
に
帰
属
す
る
。

　

・�「
ネ
ガ
」又
は
ロ
ム
も
作
品
に
同
封
す
る
こ
と
。（
広
報
青
年
委
員
会
）

写
真
コ
ン
ク
ー
ル
作
品
募
集
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